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（㈱）流通サービス の取り組み
玉露・抹茶の生産と海外需要について

1. 日本人の茶離れと世界の需要
1) 我が国におけるお茶生産の位置づけ

リーフ茶離れと、ペットボトル販売増により低価格の茶需要増、その為茶価格低迷し、
耕作放棄地が増えている。

２) お茶の輸出は２０１９年が１４７億円、２０２０年は１６２億円と１０%以上伸びている。
輸出量の５５％は抹茶を中心とする粉末茶で中でも有機茶に人気があり、今後も
伸びて行くと予測される。

2. ㈱流通サービスが取り組んでいる解決方法
1) 高品質てん茶を作る為、棚掛け遮光栽培
2) 遮光用品種への植え替え
3) 海外の農薬基準に適合する為、有機栽培への転換。(有機JAS認証取得)
4) 外部認証(FSSC22000取得中)
5) サスティナブル

3. 営農型発電設備設置と、てん茶にするメリット



日本の茶離れと世界の需要

• ここ数年日本国内の緑茶（リーフ茶）の需要は減
少し茶値も衰退している。そのため。離農者か後
を絶たない。耕作放棄地の拡大している。

• 海外では緑茶ブーム(抹茶)が起こっており需要が
伸びている。

• ㈱流通サービスは早くから市場の変化に対応す
る対策を行っており、現在海外に向けた生産拡大
を目指している。



参考：農林水産省 茶をめぐる情勢 平成２５年９月参照



㈱流通サービスが取り組んでいる解決方法

• 流通サービスでは数年前より、煎茶から抹茶の
生産へとシフトを初めています。

• 具体的には

–高品質てん茶を作る為、棚掛け遮光栽培

–遮光用品種への植え替え

–海外の農薬基準に適合する為、有機・無農薬栽培

–てん茶工場を２００７年に開設

–海外への販路開拓をして現在４０ケ国に販売



棚掛け栽培



参考：農林水産省 茶をめぐる情勢 平成２５年９月参照



品種の植え替え



参考：農林水産省 茶をめぐる情勢 平成２５年９月参照



てん茶工場



海外への販路開拓



茶畑ソーラーの建設事例
• １）第二プラント 発電事業者＝生産者＋地権者

– 農家さんが自己投資で行ったモデル

面積：１反 設備容量：５０kw
架台高さ：２.５m
年間予測発電量：５８，０００kwh

設備単価：約１，８００万
全量買取固定価格：３６円×20年
想定設備投資回収：７〜８年



茶畑ソーラーの建設事例
• １）第三プラント 発電事業者＝生産者 耕作放棄地再生

– 生産者が耕作放棄地を借り受け改植。乗用機が入れるように設計。

面積：２反 設備容量：１００kw
架台高さ：３m 支柱幅２、８m
年間予測発電量：１１６，０００kwh

設備単価：約３，６００万
全量買取固定価格：３６円×20年
想定設備投資回収：７〜８年



茶畑ソーラーのメリット

• 早い時期に導入したため投資費用の回収が早い。

• ソーラーの棚を使って自動遮光装置の設置。

• 気候変動を受けないで栽培できる。

(霜害，干ばつ等を受けない。)
• 海外バイア―から高い評価をいただいている。

• カーボンニュートラル推進により様々な企業から
のコラボの申込がきている。


